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著者 ノSqualinト 唱 ヘ ル モ ノ へ 故 辻 本 氏 ノ

磯 見 二係 ル鮫 肝 油 中 ノ高 度 不飽 却 炭 化 水 素(C3eH

5・)ヲ 生 化學 的 二 活性 化 シタ ノ硬 稻 デ アルQ是 等

二 關 ス～ン業 績 ρ・既 二本 誌上 二屡 々余 及共 同作 業 者

二佼 ツテ公 表 サ レタ◎Squalinヲ 得 ル最 モ要 主 ナ

眼 瓢 ハSqUaleneヲ 其 ノ酸 化 ノ感 鷹残 ハ 導入起 鮎

(1nduktionsPurtkt),二 近 ク 置 カ レタ歌 態 灘 ア ラ

シムル コ トデ アルo斯 カル 歌 態 二 取 り 欝 サ レタ

,Squaleneハ 最 モ急 速 、駿 敏 ナ酸 化 作用 ヲ受 クル 。

換 嘗 ス レバ 、他 ノ實艦 ヲ塁橡 トシタ 場 合 、最 モ急

激 ナ邊 元 作用 ヲ畿 揮 シ得 ル モ ノ デ、 ソ レガ取 リモ

直 サ ズ 、生 化 學 的 二 優 秀 化 サ レタ 性 能 ヲ備 ヘ タモ

ノ デ アル。 斯 ク テ 、余 ハ長 年 月聞 苦 心 ノ結 果 所 謂

Squalinヲ 創 製 シ、 之 ヲ主 トシテ結 核 性 疾 患 二使

用 シテ 箸敷 ア汐 コ トヲ 、動 物 及 人腿 實 験 等 デ確 謹

シタ ノ デ カ ビ夙Squ典 ヲ實 際 二治 療 熱 シテ

超 用 ス ル場 合 尚 ホ改 善 サ ル 可 キ コ トハ次 ノ2黙 ア

設

ルo

(1)活 性化 ノ優 レタ辱ノ程之ヲ皮下或 ハ筋肉内

等二試用スル ト吸牧性プ悪 ク、著明ナ硬結、獲赤

時 ドシテハ無菌性膿瘍ヲ形成 スル。是ガ實地慮用

上1ツ ノ忌 ム可キ難勲デアル。

(2)次 ノ難黙ハ、Squalinハ 極 ぞテ酸化現象ヲ

蒙 リ易 イ状態二在 ルカラ、之ヲ長期 二亘 ツテ保存

スル揚合、假令、密閉容器内 ト雌 モ自己鰯媒二因

ル酸化作用プ徐 々二進展 シ得ル 惧 レガ 多分二在

ル。又、容器ヲ開放 シテ放置スル際 ハ殊更急速二

酸化作用ヲ受ケルコ トハ論ヲ侯タズ明白デアル。

斯 均ル際 》ハ雷然Squalinノ 性Een異 攣 ヲ醗成

スルコ トトナツテ甚ダ面白クナイ。以上逮ベタ如

キSqualinノ 樹ホ改良伽 呵 キ2ツ ノ難黙』就テ

從來檬 々ナル方法ヲ企及 シタガ悉ク失敗 二絡 リ最

後 二次 二記載スルガ如 キ改良法二到逮 シタ。

INe"Sgualinノ 製 出法 昌就 テ

綜読 二述 ベタ 通 リ、Squalinノ 改 善 法 二就 テ様

々攻 究 シタ結 果 、躍 二Neo-Squ窪1i迩(便 宜 上 假 稻)

9,得 タ 。Ne◎ ・Squslinノ 製 萬法 ハ 、Sqほalene含 有

鮫 肝 漁 ヨ リ減 歴 蒸 溜 法 二依 リSqualeneヲ 分 取 シ

タ・ル 残 油 晶謝 シテSqualene1・0%ノ 比 二加 へ 目

盛 ツ蒸 盛 皿 内 デ長 時 間 麗 搾 シツ ツ撮 氏270度 前 後

智 デ加 熱 ヲ施 ス ト、i次第 二油 液 ノ色 調 濃 厚 トナ リ

其 ノ粘 稠 度 モ増加 ス〃 。 當 初 ノ淺 油 量 ノ嚢～垂程 度

藁 到 ル マ デ濃 縮 ス レバ 、絡 二黒 褐 色 漆 歌 トナ リ冷

、

却 ス レバ凝 固 シテ水 飴朕 ヲ呈 シテ参 見 スo斯 ク シ

テ得 タ ル鮫 肝 漉 参 見 ヲSqualiロ100㏄ 二封 シテ15

-309(注 射用Dテ!・15%前 後ヲ適嘗D鯛

及 外 用 トシテ ハ寧v30%程 度 ノ 方一 暦 敷 果 的 卜惟

フ)ヲ 混 入良 ク掩 絆 混 和 溶 解 セ シメ タル モ ノ ガ所

謂Neo-SqUalinエ 該 當 スル モ ノ デ アル。 帥 チ此

ノ 内 ユ溶 存 ス ル参 兇 成 分 ハ約15～30%デ 自絵 ノ成

分 ハSqualinデ アル ◎

IINeeトSqualinノ 惟朕 及特 性

Neo・Sqicta3tinノ特 長 ハSqualin二 比 シテ 自然 乃 至 自 己酸 化 ヲ受 ク ル コ トガ 遙 昌僅 少 デ アル。 又之
亀
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ヲ皮 下 或 ハ筋 肉 内 二注 射ス ル 際Squ81inノ 如 キ硬

結 、獲 赤 乃 至 膿 瘍 ナ ドヲ 形成 セズ生 髄 組 織 卜親 和

性 良 ク吸 牧 ガ良好 デ アル ◎ 以上 ノ如 ク、Ne・-Sqti

-alin二 依 ツテSqUalinノ 有 ス ル在 來 ノ2ツ ノ短

所 ヲ除 去 スル コ トニ成 功 シタ ガ 、斯 カル 模 作 ヲ施

ス諏 コ トニ 由 ツテ、Sgualin固 有 ノ性 能 二撮傷 、亀

減 弱等 ヲ惹 キ起 サ ナ イ ト云 フ コ トガ 最 モ 肝 要,ナ

前 提 デ アル ガ、 試 験 管 内 或 ハ 動 物 實 験 等 デ種 々

Squalin卜Ne伊Squali鼓 トノ比 較 實 験 ヲ試 ミタ

ガ 、何 レ ノ 場 合 二於 テ モNeいSqu頭Rノ 方 ガ

ノ

SqUalinヨ リモー督 効 果的 デ ア ツタ 。 又 實 験 二臨

林上 二使 用 シテ比 較 シテ観 タ場 合 二 、 人匿結 核 蘂讐

或 ハ其 他 ノ内科 的 疾 患(一 般 胃腸 ノ加 答 見 性 疾 患 、

潰 瘍 、慶 瀾 、赤 瑚 等)、叉 ハ各 種 ノ皮膚 疾 患 等 二於

テ 、Neo-Squalinノ 方 ガ遙 二Squalinヨ リモ効架

的 デ アル ◎ 故 二Ne◎-SQU諏n9依 ツテSqualinノ

"石3鳥 ノ改 善 ガ施 サ レタ結 果 トナ ツタ 課 デ アル¢
　

Neo-SqUalin""Sgualinヨ リモ ー暦 効 菓 的 デ アノレ

理 由 、根 擦 二就 テ ハ色 々考 察 サ レル ガ此 ノ鮎 ハ紙

面 ノ關 傑 上 後 日 二譲 ノレ。 ～

IIINeo-SquaHn使 用方法 、用 途 、副作 用 、禁 忌等

Neo-Sgualinノ"・'・'i般的使 用 法 ハO・2・)O・5ccヲ 筋

肉 内 二行 フガ、必 要 二慮 ジ テハ 、關 節腔 内 、共 他

各 種 艦 腔 内 、氣 管 道注 入 、肺 臓 實 質 内或 ハ室 洞 内

注 射 トシテ使 用 スル 。膿 表 面 ノ疾 患 二封 シテハ 、

ソノ マ マ塗 布 、.或ハ軟 膏 二適 宜 混 和 シ テ 使 用 ス

IV

メ ぼ

ル 。清 化器 管 内 ン疾 患 二封 シテハ で経 口的 二飲 用

tセ シメ ルoNe◎-Squalinハ 副 作 用 ハ全 ク ナ イoヌ

念 性 的 ニ モ慢 性 的 二考 中 毒 作用+ド モナ イ。.

又 特 二忌 ム可 キ疾 患 モ ナ イ。 必 要 ノ揚 合 ハ大 撰

ヲ使 用 スル モ支 障 ガナ イ。.
、

Ne(トSqua血1ノ 治験 二關 スル 短 見

1)結 核 性 疾 患

Squalinノ 結 核 治 療 二就 テハ 再三 公刊 誌 上 デ詳

細 二嚢 表 シタ ガ 、Ne磯uali裁 二依 ル結 核 淘 療 ハ

Squalinヨ モ リ更 ニー層 優 秀 ナ効 果 ガ ア リ且 ツ使

用 法 ガ 簡 易 デ アル ト云 フニ儘 キル6特 二Neo-Sq`

,瞬 血 ヲ 肺 臓 實 質 内 注 射 或 ハ氣 管道 注 入 等 ラ行 ヘ

バ 頗 ル興 味 アル 問 題 デ最 モ効 果 的 デ アル ト惟 フ・

2)皮 尉 疾 患 二就 テ.

皮膚 疾患 二古 ク 「テル ♂ ン チ ソ」漉 ガ使 用 サ レ・

テ相 當 治効 ヲ認 メル諸 氏 ガ多 イ。Squalinヲ 皮 膚

疾 患 二用 ヒテ治効 ノ アル コ トハ 、既 二余 ハ概 括 的

二記 載 シタ ガ 、Ne・-SqUalinヲ 皮 慮 疾 患 二使 用 ス

ル ト殆 ド9iノ 最 大 多tWP"'快 速 二治癒 シテSqualin

ト比 較 シテ問 題 ニ ナ ラ ヌ又着 効 ヲ認 メノ%其 ノ鮎

在 來 ノ皮 膚 病 剤 ノ到底 追 障 ・企 及 出來 ヌコ トグ ト

思 フ。 是 等 二關 シテ へ 特 二興 味 アル實 験 例 ガ ァ

ル ガ 、紙 面 ノ閣 係 デ後 日 二護 ル。

サ テ 、Neo-sllualinガ 皮 膚疾 患或 ハ創 傷 ノ治癒

ナ ドニ封 シテ治 効 顯 著 デ アル琿 由 ハ ドウ カニ就 テ ・

モ色 々論 議 気可 キ ダ ガ、 コ レ又紙 面 ノ都 合 デ劇 愛

セ ザ ル ヲ得 ナ イ0

3)結 核 以 外 ノ 内科 的 疾 患 二 識テ

Neo-SgUaliRハ 前 違 ノ如 ク 、 皮膚 疾 患 二封 シテ

殆 ド悉 ク着 効 ヲ認 メル ガ、是 ト略 同 様 ノ理 由デ 、

Neδ一Squalin二 経 口的=-a飲 用 乃至塗 布 スル ト、鼻 、

咽頭 、 口腔 内乃 至 其 他 沿 化器 管 内 二嚢 生 シタ 、粘

膜 ノ損傷 乃 至班 病 二鍔 シテ 偉効 ガ アル。 此 ノ意味

デ 、一 般 中 毒性 下 痢 、嘔 吐 、念 性 或 ハ慢 性 胃腸 加

答 晃 、肝臓 、謄 嚢 、鍮 謄 管等 二附 随 シタ疾 患 、執

拗 ナ 胃腸 ノ廉 燗 、潰 瘍等 二封 シテ悉 ク奏 効 スルo
じ

殊二特筆大書スベキハ、細菌r因 ル流行性赤痢ニ
ピ

封 ス7yNeeSqualinノ 偉 効 デ アルo著 者 ハ 昭和20

及21年 晩夏 ヨ リ初 秋 二亘 ツテ13例 ノ細 菌 性 流行 性

赤 痢 患 者 二封 シテNeo・SqUalin療 法 ヲ試 ミタ ガ、

何 セモNe◎-Squalin3cc～5㏄1回 乃至2同 ノ飲 用

デ帥滅 治癒 シタ◎ 蓋 シ驚 異 的 事實 デ ァル 。流 行 性

赤 痢 ノ病原 盤 ハ 周知 イ通 リ種 々 アル ガ 、著 者 ハ疎

開地 寒 村 二於 テ行 ツタ實 験 デ アル カ ラ、悉 ク其 ノ

病 原 骸 ヲ確 認 出來 ナ カ ツタ ガ 、他 ノ療 法 ヲ行 ツタ

罹 患 者 中 ニハ相 當死 亡 者 モ ア ツタ 鐵 カ ラ考 察 シテ

相 當 毒 性 ノ強 イ病 原 膿 二 因 ル モ ノ ト推 測 シテ ヨ イ

ト思 フ◎Neo-Squalinlガ 流 行 性 赤 痢 二封 シテ著効

ヲ牧 メル機 韓 二就 テ考 察 玄 ル 審、 治効 ノ極 メテ迅

速 デ ァ ル コ トカ ラ推 シテ、 直接 病 因 的 二作 用 スル
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モ ノ ト惟 フ。 其 他 種 々 ナ ル疾 患 二Neo・SqUalin:ヲ

試 用 シテ甚 ダ興 味 アル 経 験 ガ ァル ガ鱒 二就 テ ノ㍉

後 日 二譲 ルo斯 ク庚 範 園 二亘 ツテ 、 各種 ノ疾 憲 昌

封 シテNeg-Squalinヲ 試 脇 レバ ・ 偉 効 ヲ泰 ス ル

疾 患 ガ}数々 アル げ 特 二Neo-Squaユinノ 性1伏カ ラ

云 ツテ 、 人饅 二寄 生 スル細 菌 性疾 慰 ノ穴 多数 二於

テ ・多 少 二拘 ラ ズ理 味 ア ノレ治効 ヲ認 メル ト推 フ。

由 來 ∫テ レピ ン」 油 二屡 スル モ ノ ハ▽植 物 界 二於

ク ル細 菌 饅 ノ侵 襲 乃 至 損傷 ナ ド三向 ツ テ 自然 カ ラ

賦 與Y/シ`k1種 ノ防 禦工 作 ノ獲 露 ト認 ム可 キ ダガ

Neb-Squalinハ 化學 的 轟Dihydrotriterpenトi看 徹

サ ル可 キ モ ノ デ、 之 ヲ簡 輩 二 云 ヘ パ1種 ノ動 物

「テ ル ペ ン」 ト認 メテ ヨイ◎ 從 ツテ 、一搬 「テ ル 、

ペ ン」類 ガ植 物 界 二於 テ 示 ス ガ如 ク、Neo-SqUsPin

ガ動 物 界 二於 テ 、是 卜略 々同 檬 ノ役 目 ヲ演 ズ ル、

帥 チ此 ン モ ノハ 、動 物 界 二於 ケ ル寄 生性 細 菌 性 疾

患 或 ハ損 傷 ナ ドニ封 シテ妊 果 ヲ 示 ス モ ノ デ アル ト

推 定 ス ル ノガ 、極 メ テ常 識 的 ナ安 當 ナ見 解 デ ア ラ

ウ 。余 ノSqualin乃 至Neo-Squalin二 關 スル從
『

來ノ實験封象ハ、幸力不幸 力、結核専門馨家ナル

働 爲二、殆 ド他ノ疾患二鯛 レル機會ガ無カツタ。

結

1)Ne・ ・SgLUslinハ 亀u組i夏 デ 著者 所 定 ノ法n

從 ツテ 、鮫 肝 油(Squalene含 有 量 約1・o%)ノ 参

見 ヲ溶 存 セ シメ タ モ ノ デ ア ル◎ 参 児 ノ溶 存 率約15

～30%デ 、其 ノ主 成 分85～70%ハSq疑alinデ 高 度

不 飽 和炭 化 水素(柚H翻 二該 當 ス ル。

2)Neo-Slualinン 長 所 ハ 、Sq讐aliロ ニ較 ペ テ吸

牧 性 ガ頗 ル良 好 デ アル ト共 二 、大 氣 中 二於 ケ ル 自

然酸 化 、或 ハ 自 己鯛 媒 作 用 等 二基 ク酸 化現 象 ヲ極

度 二防 止 サ レタ歌 態 二安 定 サ レテ イル 。

3)Ne(卜Squ温in、 ン使 用 法 ハ、 非経 口 的 ニ ハ主

一トシテ筋 肉 内 トス ル◎1同 使 用 量普 通02～0.5cc

デ、場 合 ニ ヨツ テ夫 レ以上 使用 ス ル モ支 障 ガ ナ イ。

必 要 ユ態 ジ テ 、之 ヲ各 種 短 腔 内 、氣 管 道 酋 、臓 器

實質 内 等 昌使 用 シテ ヨイ。 共 他 経 口的 二或 ハ塗 布

トシテ使 用 ス ル。

4)NevSqualinnバ 特 二忌 ム可 キ副 作 用 ハ認 メ

ヌo

又特昌禁忌 トスル疾患モナイ。

所 謂 「鹿 ヲ追 フ猟 夫 山 ヲ見 ズ」 ノ諺 ノ如 ク、甚

ダ見 界 ガ狭 カ ツタ爲 二 、折 角 ノ天 與 ノ賜 物 モ宛 モ

猫 二 小 判 ノ恰 好 デ危 ウ ク役 立 タ ズ葬 リ去 ラ レル蓮

命 二瀕 シテ イタ ガ 、戦 災 二因 ツテ 、偶 然 ニ モ、廣

ク斯 カ ル貴 重 ナ ル實 験 ヲ途 ゲ 得 タ ロ トニ 、又 以 テ

戦 災 ノ絵 得 、韓 禍 爲 碍 ト感 謝 シテ ヨイ。 又是 等 ノ

實験 二依 ツテ 、從 來Squalin乃 至Neo-SqUalin

ハ結 核 性疾 患 ユ ノ ミ有 意 義 デ ア ル カ ノ如 ク猫 断 的

ニ キ メ込 ン デ イタ ノガ 、途 方 モ ナ イ忘 断 デ、 寧 ロ

結 核 以外 二頗 ル顯 著 デ棘 効 二比 ス可 キ疾 患 ガ鍛 々

アル コ トヲ明 白 二實 験 シ得 タ次 第 デ 、只 今 カ ラ考

ヘ ル ト、從 來 余 等 ノ踏 襲 シタ 態 度 ハ 、絵 リニ モ專

門 的 塀 内 ヲ放 レ得 ズ、 井 底 ノ蛙 二類 シタ 狭 隆 ナ立

場 ヲ固定 シ過 ギタ 爲=、SqUalin乃 蚕Ne伽Sqqal恥

ノ有 ス ル庚 汎 ナ特 牲 ヲ 殊 更 二減 縮 シテ イタ ト同 然

デ 、此 ノ鮎 二就 テ 、今 更 其 ノ愚 ヲ深 ク漸 ジル衣 第

デ アル ◎ 此 ノユ エ ニ、 須 ラク馨 人 ハ 、極 端 二專 門

的 二片 寄 ラXモ ノ、 一 通 リハ 凡 テ ノ疾 患 二 心 得 ガ

ア リ、關 心 ヲ持 ツ必 要 ガ ァル ト切 實 二感 ジタ。特 二

今 後 多 大 ノ闘 心 ヲ持 ツモ ル 癩 出封 スノvNe・-Sx"

Uslin療 法 デ アル。t

'論

5)Neo・SqUalinハ 其 ノ生 化 的 性 状 及 活 性 度等

a於 タ牽 モSqUalinn劣 ラズ却 ツテ 壇 彊 ヲ 示 ス

6)NeQ-Squaliltハ 結 核 性疾 患 ノ治 療 剤 トシテ從 、

來 ノS〈lualinヨ リモー 暦 効 果 的 デ アル。

7)Neo・SgualiRハ 、殆 ド大 多 敬 ノ皮膚 疾患 二塗

布 ズ ル コ トニ依 ツテ 、從 來 経 験 シ得 ナ イ迅 速 ナ 著

効 ヲ示 ス。 同様 二各 種 ノ劔 傷等 ニ モ着 効 ガ ァ ル◎

8)Ne(}-Squalinハ 皮 騰疾 患 二於 ク ル ト同様 ノ理

由 デ、 鼻 孔 、 口腔 、 咽頭 、 其 他清 化 管 内 二於 ク ル

内 破 粘 膜 性 疾 患 、廉 燗 、潰 瘍 二等 塗 布 或 ハ飲 用 シ

テ迅 速 ナ 著 効 ヲ示 ス ◎

g)Neo-Svrtalinハ 著 者 ノ 経 験 シタ13例 ノ流 行
ぎ

性細離 赤痢患者一内服セシメテ悉ク即治的膿

的効 果 ヲ牧 メ タ。 其 他 肝 膿 鳳 附 帯 ス ル 、例 ヘパ

hepatogeaeDiabetes謄 石 症 、謄 嚢 炎 、謄 道 加 答

兇 等 ニ モ奏 効 ス ル。(2&皿 ・19473稿 、於 愛緩 縣

東 洋 寒 村 疎 開地 、 著 者)
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